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�

神
田
よ
り
子

　
　
「
５
年　
あ
な
た
と
共
に　
東
日
本
大
震
災　
人
の
た
め　
父
の
志
継
ぐ
」

　

�　
「
２
０
１
６
年
３
月
11
日
に
宮
古
市
田
老
の
山
本
永ひ

さ
都と

さ
ん
（
22
）
が
岩
手
県

の
遺
族
代
表
と
し
て
、
東
京
の
国
立
劇
場
で
行
わ
れ
た
追
悼
式
で
、
追
悼
の
言

葉
を
述
べ
た
。
山
本
さ
ん
は｢

な
ぜ
父
は
防
潮
堤
の
水
門
を
閉
め
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か｣

と
祭
壇
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
た
。
消
防
団
員
の

父
幸さ

ち
雄お

さ
ん
（
当
時
49
）
は
宮
古
市
田
老
の
巨
大
防
潮
堤
へ
向
か
っ
た
ま
ま
行

方
不
明
に
。
山
本
さ
ん
に
は
、
住
民
を
守
ろ
う
と
し
た
の
に
理
不
尽
に
思
え
た
。

｢

何
で
お
っ
と
う
な
の｣

。
悲
し
み
と
怒
り
を
母
ヒ
デ
さ
ん
（
50
）
に
ぶ
つ
け
た
。

母
は
父
を
探
す
間
も
な
く
、
看
護
師
と
し
て
避
難
所
を
駆
け
回
っ
た
。
人
に
尽

く
し
た
父
と
母
。
山
本
さ
ん
は
看
護
師
に
な
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
だ

が
進
学
し
た
大
学
は
３
年
の
途
中
で
休
学
。
郷
里
の
期
待
を
重
圧
に
感
じ
た
。

あ
る
日
、
田
老
の
仮
設
診
療
所
で
、
患
者
を
い
た
わ
る
母
を
見
て
思
い
直
し
た
。

｢

私
も
こ
う
な
り
た
か
っ
た
ん
だ
。｣

昨
年
４
月
に
復
学
。
看
護
実
習
を
乗
り
切
っ

た
。｢

人
の
役
に
立
て
る
こ
と
が
、
亡
き
父
へ
の
親
孝
行
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。｣「
ひ・さ・と
」は
両
親
と
、震
災
で
亡
く
な
っ
た
祖
父
冨と

み
弥や

さ
ん（
同

81
）
の
名
前
の
頭
文
字
。
そ
の
誇
り
を
胸
に
生
き
よ
う
と
思
う
。」（
以
上
『
朝

日
新
聞
』
２
０
１
６
年
３
月
12
日
版
１
面
よ
り
引
用
）

は
じ
め
に

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
た
っ
た
２
０
１
６
年
３
月
11
日
、
こ
こ
に
見
る
よ

う
に
、
若
い
人
が
震
災
を
バ
ネ
に
新
た
に
生
き
る
力
を
見
い
だ
し
、
そ
の
先
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
。
一
方
で
、
５
年
も
た
っ
た
の
に
未
だ
に
仮
設
住
宅

で
暮
ら
し
、
明
日
の
希
望
を
見
い
だ
せ
な
い
で
い
る
方
々
も
お
ら
れ
る
の
が
現
状

だ
。

　
そ
う
し
た
中
で
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
の
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
宮
古
市
民
の
方
々
の
記
憶
を
記
録
に
と
ど
め
て
お
こ
う
と
い
う
活
動
だ
。

私
た
ち
は
主
に
民
俗
学
の
方
法
に
よ
り
、
様
々
な
立
場
の
方
々
か
ら
、
そ
の
と
き

ど
う
行
動
し
た
の
か
と
い
っ
た
被
災
の
体
験
、
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
、

廻
り
の
方
々
に
ど
う
行
動
し
て
欲
し
か
っ
た
の
か
と
い
う
実
体
験
を
踏
ま
え
た「
思

い
」
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
き
た
。
そ
し
て
現
場
で
の
対
応
の
仕
方
、
後
方
支

援
の
あ
り
方
な
ど
、
お
一
人
お
一
人
か
ら
聞
き
書
き
を
し
、
皆
様
方
の
記
憶
を
記

録
す
る
作
業
を
行
っ
て
き
た
。

　
地
域
の
景
観
が
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
海
が
全
く
見
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
い
つ
か
ま
た
来
る
大
震
災
に
ど
う
備
え
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う
不
安
が

あ
る
。
ま
た
住
宅
地
と
商
店
街
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
買
い
物
弱
者

の
足
の
確
保
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
等
々
、
今
後
の
課
題
は
山
積
み
で
あ
る
。

　
し
か
し
祖
父
と
父
と
の
思
い
出
を
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
の
た
め
に
懸
命
に
働
く

母
の
後
ろ
姿
を
見
て
思
い
直
し
た
と
い
う
、
誇
り
を
胸
に
生
き
る
と
誓
っ
た
山
本

永ひ
さ

都と

さ
ん
の
言
葉
を
、
今
後
の
宮
古
の
希
望
と
し
た
い
。
宮
古
市
も
ま
だ
ま
だ
復

興
途
上
で
は
あ
る
が
、
こ
の
記
録
が
災
害
を
乗
り
越
え
、
い
つ
か
ま
た
来
る
災
害

に
備
え
る
た
め
の
、
柔
ら
か
な
思
考
を
育
て
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。

本
報
告
の
概
要

　
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
宮
古
市
の
被
害
概
要
（
平
成
24
年
11
月
６
日

現
在
）
は
、
人
的
な
被
害
に
つ
い
て
は
死
亡
者
５
１
７
人
（
認
定
死
亡
者
１
１
０

人
を
含
む
）、
行
方
不
明
者
94
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
住
家
の
家
屋
倒
壊
数
は
全
壊

５
千
９
６
８
、
大
規
模
半
壊
１
千
３
３
５
、
半
壊
１
千
１
７
４
、一
部
損
壊
６
１
１

と
な
り
、
合
計
で
９
千
０
８
８
に
上
る
（
平
成
24
年
６
月
29
日
現
在
）。
被
害
推
計

総
額
は
２
千
４
５
６
億
６
千
０
８
８
万
４
千
円
で
あ
っ
た
（
以
上
は
『
東
日
本
大

震
災
宮
古
市
の
記
録　
第
１
巻
《
津
波
史
編
》』
宮
古
市　
２
０
１
４
年　
１
３
３

～
１
３
７
頁
よ
り
）。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
本
報
告
書
は
、
第
１
部
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大

震
災
、
第
２
部
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み
と
い
う
２
部
構
成
と
し
た
。
そ

の
上
で
第
１
部
で
は
、
大
き
く
Ａ
田
老
地
域
、
Ｂ
宮
古
地
域
、
Ｃ
重
茂
地
域
と
３

地
域
に
分
け
て
調
査
及
び
考
察
を
行
っ
た
。
続
い
て
第
２
部
で
は
⑴
医
療
、
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
の
活
動
、
福
祉
、
保
育
、
⑵
災
害
救
助
と
支
援
体
制
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
、
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今
後
の
復
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
立
ち
上
が
り
、「
津
波
防
災
文
化
の
発
信
」

と
い
う
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
Ｂ　
宮
古
地
域

　
宮
古
地
域
と
し
て
崎
山
、
鍬
ヶ
崎
、
宮
古
市
街
地
、
磯
鶏
、
津
軽
石
、
赤
前
ま

で
を
含
め
た
。

　
そ
の
被
災
概
要
は
、
崎
山
地
区
の
死
者
22
人
、
行
方
不
明
者
は
９
人
、
鍬
ヶ
崎

地
区
の
死
者
57
人
、
行
方
不
明
者
は
８
人
、
市
街
地
の
死
者
68
人
、
行
方
不
明
者

は
５
人
、
磯
鶏
地
区
の
死
者
65
人
、
行
方
不
明
者
は
７
人
、
津
軽
石
地
区
の
死
者

57
人
、
行
方
不
明
者
は
３
人
で
あ
っ
た
。

　
崎
山
、
鍬
ヶ
崎
、
築
地
、
愛
宕
地
区
は
、
鍬
ヶ
崎
を
中
心
と
し
た
漁
港
で
も
あ

り
閉
伊
川
河
口
で
も
あ
る
た
め
、
大
津
波
が
直
接
襲
い
甚
大
な
災
害
を
被
っ
た
。

と
く
に
鍬
ヶ
崎
地
区
は
、
漁
港
の
全
て
を
破
壊
し
た
波
と
、
蛸
の
浜
の
峠
を
越
え

た
波
が
蛸
の
浜
町
下
で
ぶ
つ
か
り
、
平
坦
部
が
ほ
ぼ
全
滅
の
被
害
と
な
っ
た
。

　
宮
古
の
市
街
地
は
近
年
堤
防
が
で
き
、
建
物
が
立
ち
並
び
、
生
活
の
中
で
近
く

に
海
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
昭
和
22
年
の
カ
ザ
リ
ン
台
風
、

23
年
の
ア
イ
オ
ン
台
風
で
、
大
き
な
水
害
を
受
け
、
津
波
に
関
し
て
も
「
地
震
が

き
た
ら
津
波
は
来
る
」
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
認
識
し
て
い
る
。
３
月
11
日
は
地

震
の
大
き
さ
に
驚
き
「
き
っ
と
津
波
は
来
る
」
と
す
ぐ
に
避
難
し
た
住
民
が
い
る

一
方
で
、「
こ
こ
に
津
波
は
来
な
い
。
来
て
も
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
、
家
の

中
に
留
ま
っ
た
人
も
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
方
々
の
中
で
難
を
逃
れ
た
人
と
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
の
差
は
ほ
ん
の
一
瞬
、
そ
れ
も
い
く
つ
か
の
偶
然
が
重
な
っ
た
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

　
藤
原
・
磯
鶏
地
区
で
は
、
藤
原
地
区
の
場
合
、
津
波
は
中
屋
造
船
所
前
の
水
門

を
破
り
、
ま
た
藤
原
埠
頭
の
防
潮
堤
を
乗
り
越
え
て
流
れ
込
み
、
国
道
45
号
線
を

越
え
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
線
路
に
ま
で
達
し
た
。
磯
鶏
地
区
で
は
、
埠
頭
に
あ
る
工
場

や
施
設
、
国
道
45
号
線
沿
い
に
大
き
な
被
害
が
出
た
。
津
波
は
Ｊ
Ｒ
磯
鶏
駅
を
越

え
て
磯
鶏
西
や
上
村
ま
で
お
よ
び
、
平
成
23
年
開
催
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
ヨ
ッ
ト

競
技
の
会
場
予
定
だ
っ
た
リ
ア
ス
ハ
ー
バ
ー
も
全
壊
し
、貯
木
場
か
ら
は
木
材
（
丸

太
）
が
流
失
し
た
。

⑶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
自
治
体
の
交
流
、
観
光
復
興
、
宗
教
団
体
の
取
り
組
み
、

外
国
人
の
被
災
体
験
、
⑷
被
災
し
た
芸
能
と
復
活
、
震
災
と
暮
ら
し
の
移
り
変
わ

り
、
⑸
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
東
日
本
大
震
災
の
報
道
と
い
う
分
類
で
記
述
し

た
。
以
下
で
は
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
ゆ
く
。

第
１
部　
各
地
域
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災

　
Ａ　
田
老
地
域

　
田
老
地
域
は
過
去
に
も
津
波
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
出
て
お
り
、
明
治
29
年
の

三
陸
大
津
波
で
は
総
人
口
３
千
７
４
７
人
中
死
亡
は
２
千
６
５
５
人
で
あ
っ
た
。

昭
和
８
年
の
三
陸
地
震
津
波
の
際
の
被
害
は
総
人
口
４
千
９
８
３
人
に
対
し
て
、

死
亡
５
８
４
人
、
行
方
不
明
３
２
７
人
、
負
傷
１
２
２
人
、
総
戸
数
８
３
５
戸
に

対
し
て
流
出
家
屋
５
０
０
戸
と
あ
る
（
以
上
中
央
気
象
台
『
東
日
本
大
震
災
宮
古

市
の
記
録　
第
１
巻　
（
津
波
史
編
）』（
宮
古
市　
２
０
１
５
年
）。
こ
の
う
ち
一

家
全
滅
が
１
３
０
戸
（
明
治
29
年
）、66
戸
（
昭
和
８
年
）
と
い
う
数
に
な
る
（『
田

老
町
誌　
津
波
編
』
田
老
町
教
育
委
員
会　
２
０
０
５
年
）。
明
治
29
年
、
昭
和

８
年
の
大
惨
事
で
は
罹
災
戸
数
や
死
者
・
不
明
者
の
数
も
甚
大
な
こ
と
か
ら
、
家

の
継
承
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
事
が
窺
え
る
。

　

そ
し
て
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
規
模
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９・０
、
最
大
波
高
８・５
㍍
、
罹
災
戸
数
は
１
千
６
９
１
戸
、
死
者
・
不
明
者

１
８
１
人
、
漁
船
流
失
は
８
４
０
隻
と
な
る
（
以
上
は
『
田
老　
あ
の
日
、
あ
の

時　
２
０
１
１・３･

11　
東
日
本
大
震
災
』
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
が
る
ぞ
！
宮
古

市
田
老　
２
０
１
２
年
）。
万
里
の
長
城
と
も
呼
ば
れ
た
ｘ
軸
の
防
潮
堤
を
津
波
が

襲
い
、
田
老
の
街
中
の
平
地
部
分
の
住
宅
や
商
店
街
の
ほ
と
ん
ど
が
破
壊
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
田
老
地
区
で
は
１
千
３
０
０
名
以
上
が
避
難
し
た
（『
東
日
本
大
震
災
宮

古
市
の
記
録　
第
１
巻　
（
津
波
史
編
）』）。

　
こ
こ
で
は
津
波
の
被
害
に
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
た
方
々
の
日
々
の
行
動
と
記
憶

を
聞
き
取
り
、
記
録
し
た
。
主
に
田
老
地
区
に
お
け
る
支
援
体
制
と
し
て
田
老
総

合
事
務
所
の
動
き
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
で
の
避
難
所
生
活
、
仮
設
で
の

生
活
や
仮
設
商
店
街
の
様
子
な
ど
を
述
べ
た
。

　
一
方
、
田
老
で
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
が
る
ぞ
！
宮
古
市
田
老
」
が
田
老
の
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３
・
11
以
降
、
医
療
現
場
で
は
寒
さ
と
疲
労
、
衛
生
面
の
問
題
、
感
染
症
、
薬

剤
や
物
資
の
不
足
、
治
療
を
必
要
と
す
る
人
々
、
精
神
面
で
の
不
安
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
な
ど
課
題
が
山
積
み
だ
っ
た
。
多
く
の
患
者
や
住
民
を
守
る
た
め
、
医
療

従
事
者
た
ち
は
、
悩
み
、
考
え
、
今
も
活
動
を
続
け
て
い
る
。
当
時
明
確
な
方
法

論
が
無
い
状
況
下
で
の
決
断
、
実
行
す
る
勇
気
、
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め

に
最
善
を
つ
く
し
、
力
の
限
り
活
動
し
た
医
療
従
事
者
た
ち
の
姿
を
伝
え
た
。

　
岩
手
医
科
大
学
医
学
部
災
害
医
学
講
座
教
授 

眞
瀬
智
彦
氏
よ
り
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

活
動
に
つ
い
て
の
ご
寄
稿
が
あ
っ
た
。
県
内
の
活
動
調
整
を
行
う
県
庁
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

調
整
本
部
を
設
置
し
、
沿
岸
の
災
害
拠
点
病
院
と
連
携
・
調
整
し
な
が
ら
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
活
動
を
行
っ
た
。
岩
手
県
庁
調
整
本
部
と
宮
古
医
療
圏
で
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動

に
つ
い
て
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
高
齢
者
や
障
が
い
者
と
い
っ
た
要
援
護
者
や
そ
の
家
族
、
そ

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
か
に
つ

い
て
聞
き
取
っ
た
事
柄
を
ま
と
め
た
。「
福
祉
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
田
老
地
区
で

被
害
に
あ
っ
た
住
民
の
方
々
、
田
老
地
区
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
、
宮

古
市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員
に
伺
っ
た
話
を
紹
介
し
て
い
く
。

　
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
た
ち
は
、
園
児
の
命
を
守
る
た
め
に
安
全
な
場
所
へ
導

き
、
最
後
ま
で
残
っ
た
子
ど
も
を
無
事
保
護
者
へ
引
き
渡
す
ま
で
最
大
限
の
ケ
ア

を
し
つ
づ
け
た
。
女
性
の
仕
事
と
さ
れ
て
き
た
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
と
い
う「
命

を
守
る
仕
事
と
は
何
か
」
を
あ
ら
た
め
て
問
う
事
と
な
っ
た
。

　
⑵　
災
害
救
助
と
支
援
体
制
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理

　
災
害
救
助
と
支
援
体
制
に
関
し
て
は
、
消
防
署
、
警
察
署
、
自
衛
隊
の
方
々
か

ら
話
を
伺
っ
た
。
彼
ら
は
地
域
住
民
を
救
う
た
め
に
命
が
け
で
救
助
、
捜
索
、
消

火
、
避
難
誘
導
、
そ
し
て
自
衛
隊
や
広
域
消
防
隊
の
道
案
内
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
活
躍
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
や
る
の
か
、
と
い

う
疑
問
が
頭
か
ら
離
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
も
体
験
を
伺
っ
た
。

　
一
方
、
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
地
域
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

住
民
を
動
員
し
て
、
被
災
者
の
方
々
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
き
た
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
、
婦
人
消
防
協
力
隊
、
女
性
消
防
団
員
、
保
健
師
の
方
々
に
も
体
験
を
語
っ

　
高
浜
・
金
浜
地
区
で
は
国
道
45
号
線
が
走
る
堤
防
を
津
波
が
越
え
て
浸
水
し
、

高
浜
地
区
セ
ン
タ
ー
が
全
壊
、
金
浜
地
区
の
平
坦
地
の
住
家
が
ほ
ぼ
全
壊
し
た
。

　
津
軽
石
は
津
軽
石
川
水
門
を
越
え
て
津
波
が
川
を
遡
り
、
根
井
沢
川
に
入
っ
た
。

そ
の
た
め
稲
荷
橋
が
水
没
し
、
津
軽
石
駅
付
近
で
列
車
が
脱
線
し
た
。
法
の
脇
地

区
で
は
ほ
ぼ
全
家
屋
が
流
出
し
、
こ
の
地
区
で
の
家
々
の
再
建
は
不
可
能
と
な
り
、

全
戸
が
地
区
外
に
移
転
と
な
っ
た
。

　
赤
前
地
区
は
、
宮
古
湾
が
も
っ
と
も
奥
に
入
り
込
ん
だ
最
南
端
に
位
置
す
る
地

域
で
、
津
波
は
赤
前
の
４
つ
の
集
落
を
含
む
平
野
の
ほ
ぼ
全
域
と
、
堀
内
の
集
落

の
お
よ
そ
半
分
を
、
一
瞬
の
う
ち
に
飲
み
込
み
、
そ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
と
な
っ

た
。

　
Ｃ　
重
茂
地
域

　
平
成
23
年
６
月
23
日
に
行
わ
れ
た
「
重
茂
漁
協
総
会
資
料
」
に
よ
る
と
、
重
茂

地
区
の
被
害
（
２
０
１
２
年
４
月
１
日
現
在
）
は
死
者
・
行
方
不
明
者
50
人
（
内

組
合
員
17
人
）
を
数
え
、
家
屋
は
全
壊
が
88
、
倉
庫
全
壊
が
３
５
５
に
上
る
。

　

三
陸
沿
岸
随
一
の
品
質
と
水
揚
げ
量
を
誇
る
漁
業
の
地
域
で
あ
り
、
全
て
の

漁
港
に
津
波
が
襲
来
し
、
防
潮
堤
や
護
岸
を
破
壊
し
、
水
産
加
工
施
設
、
種
苗

生
産
施
設
な
ど
が
全
壊
し
た
。
水
産
被
害
状
況
は
、
あ
わ
び
セ
ン
タ
ー
・
加
工

場
・
孵
化
場
他
約
50
施
設
で
42
億
円
の
被
害
、
漁
港
施
設
は
県
管
理
２
港
、
市

管
理
８
港
は
全
壊
、
漁
船
、
所
属
船
８
１
４
隻
の
内
７
９
８
隻
流
出
、
養
殖
施
設　

１
千
３
１
０
台
（
41
万
㍍
）
全
壊
、
水
産
物
等
は
わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
、
う
に
、
あ

わ
び
等
で
約
20
億
円
の
被
害
、
漁
業
用
資
材
は
漁
具
、
漁
網
、
漁
撈
設
備
等
で
約

10
億
円
の
被
害
で
あ
っ
た
。

　
震
災
直
後
は
、
橋
の
崩
落
・
道
の
決
壊
に
よ
り
陸
の
孤
島
と
な
っ
た
が
、
漁
業

復
興
に
向
け
て
立
ち
上
が
っ
た
漁
協
と
組
合
員
が
い
た
。そ
の
結
果「
奇
跡
の
復
興
」

と
さ
え
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
海
に
出
て
仕
事
が
し
た
い
、
若
い
人
を
地
域
か
ら

失
い
た
く
な
い
、
と
い
う
思
い
の
一
途
さ
だ
っ
た
と
い
う
。

第
２
部　
各
分
野
で
の
震
災
後
の
取
り
組
み

　
⑴　
医
療
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
、
福
祉
、
保
育
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２
０
１
０
年
12
月
31
日
の
時
点
で
、
宮
古
に
は
１
６
０
人
の
外
国
人
が
暮
ら
し

て
い
た
。
こ
こ
で
は
外
国
人
の
被
災
体
験
を
振
り
返
り
、
大
災
害
や
日
常
に
お
け

る
外
国
人
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
情
報
を
提
供
す
る
。

　
宮
古
の
観
光
は
最
も
打
撃
の
大
き
か
っ
た
産
業
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
。
観
光

地
が
浄
土
ヶ
浜
、
三
王
岩
、
魹
ヶ
崎
等
と
沿
岸
部
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
多
く

の
施
設
が
被
災
し
、
直
接
的
な
被
害
も
大
き
か
っ
た
。
一
方
で
観
光
業
は
復
興
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き
産
業
の
柱
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
も
い
る
。
観
光
の
復
興
は

官
民
あ
げ
て
の
事
業
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
多
く
の
関
係
者
が
注
力
し
て
い
る
。

　
宮
古
市
と
品
川
区
は
、
品
川
区
目
黒
駅
前
商
店
振
興
組
合
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
」
が
縁
と
な
り
、
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
に
災
害
時

相
互
援
助
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
さ
ん
ま
祭
り
や
宮
古
の
海
産
物
を
通
し
て
、
ま

た
小
学
生
の
交
流
を
通
し
て
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
よ
り
深
く
な
っ
て
い
る
様
子

を
描
い
た
。

　
⑷　
被
災
し
た
芸
能
と
復
活

　
宮
古
市
津
軽
石
法の

り
の
脇わ

き
地
区
で
は
、
宮
古
湾
に
押
し
寄
せ
た
津
波
が
水
門
を
越

え
て
津
軽
石
川
を
上
流
に
遡
り
、
水
門
の
両
側
は
、
せ
き
止
め
ら
れ
堤
防
を
越
え

て
あ
ふ
れ
出
た
水
が
滞
留
す
る
こ
と
で
甚
大
な
被
害
に
あ
っ
た
。
法
の
脇
地
区
で

は
、
津
波
に
よ
っ
て
４
人
の
死
者
が
出
た
。
そ
し
て
家
屋
は
３
戸
を
残
し
て
す
べ

て
流
失
し
た
。
平
成
25
年
３
月
６
日
付
宮
古
市
告
示
第
31
号
に
よ
り
、
集
落
全
体

が
災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
、
法
の
脇
地
区
は
実
質
的
に
解
散
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
法
の
脇
鹿
子
踊
り
の
復
活
へ
の
経
緯
に
も
大
き
く
影
響
を
与

え
た
。

　
黒
森
神
楽
が
𢌞
っ
て
歩
く
陸
中
沿
岸
地
方
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
岩
手

県
内
の
被
災
地
と
重
な
っ
て
お
り
、
神
楽
宿
を
提
供
し
て
き
た
地
域
の
方
々
も
、

獅
子
頭
を
奉
じ
て
廻
っ
て
歩
く
神
楽
衆
も
、
共
に
被
災
者
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
神

楽
衆
の
被
災
状
況
、
黒
森
神
楽
の
宿
の
被
災
と
復
興
、
震
災
後
の
神
楽
の
巡
行
、

被
災
地
代
表
と
し
て
の
黒
森
神
楽
、
神
楽
が
果
た
し
た
地
域
の
再
生
、
そ
し
て
今

後
の
神
楽
の
巡
行
の
行
方
に
つ
い
て
述
べ
た
。
と
く
に
震
災
後
数
年
間
の
活
動
状

況
は
、
日
本
全
国
各
地
だ
け
で
は
な
く
海
外
か
ら
も
、
震
災
に
負
け
な
い
復
興
の

て
も
ら
っ
た
。

　
今
回
の
災
害
の
現
場
で
、
自
衛
隊
の
活
動
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
被

災
者
の
皆
様
の
記
憶
の
中
に
、
救
い
主
と
し
て
の
自
衛
隊
の
方
々
の
活
躍
す
る
姿

が
焼
き
付
い
て
い
る
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
自
衛
隊
の
初
動
体

制
か
ら
、
被
災
地
で
の
活
躍
の
軌
跡
等
を
時
系
列
に
従
っ
て
記
録
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
災
害
廃
棄
物
の
量
は
、
宮
古
市
だ
け
で
57
万
４
千
９
０
０

㌧
と
さ
れ
る
（『
岩
手
県
災
害
廃
棄
物
処
理
詳
細
計
画
』
岩
手
県　
２
０
１
１
年
：

11
頁
）。
こ
れ
は
家
庭
ご
み
の
30
年
分
に
相
当
す
る
と
い
う
。
こ
れ
だ
け
の
廃
棄
物

処
理
の
た
め
、
震
災
後
の
13
日
か
ら
道
路
復
旧
と
共
に
瓦
礫
撤
去
作
業
が
始
ま
っ

た
。
瓦
礫
の
仮
置
き
場
は
出
崎
埠
頭
、藤
原
埠
頭
、宮
古
運
動
公
園
、田
老
野
球
場
、

長
内
川
運
動
公
園
な
ど
に
設
け
ら
れ
、
災
害
廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。
岩
手

県
内
で
処
理
し
き
れ
な
い
も
の
は
広
域
処
理
が
な
さ
れ
、
１
都
１
府
13
県
の
自
治

体
の
協
力
を
得
た
。
水
産
廃
棄
物
は
海
洋
投
棄
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
一
時
保

管
と
し
て
私
有
地
に
埋
め
た
。

　
⑶　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
自
治
体
の
交
流
、
観
光
復
興
、
宗
教
団
体
の
取
り

組
み
、
外
国
人
の
被
災
体
験

　
東
日
本
大
震
災
後
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
駆
け
付
け
た
こ
と
は

記
憶
に
新
し
い
。
カ
リ
タ
ス
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
経
験
と
、
国
際
カ
リ
タ

ス
の
理
念
を
受
け
て
、
東
日
本
大
震
災
時
に
も
直
後
か
ら
各
地
で
活
動
を
開
始
し

た
。
震
災
後
４
年
が
経
過
し
た
中
、
カ
リ
タ
ス
は
長
期
の
支
援
を
目
指
し
て
活
動

を
続
け
て
い
る
。
支
援
継
続
の
原
動
力
と
し
て
、
堅
固
な
組
織
を
持
つ
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
が
バ
ッ
ク
に
あ
る
が
、
加
え
て
修
道
女
な
ど
の
女
性
宗
教
者
が
積
極
的
に

か
か
わ
っ
て
い
る
点
も
指
摘
で
き
る
。

　
宗
教
団
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
被
災
直
後
か
ら
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
国

内
外
か
ら
の
宗
教
団
体
が
陰
に
陽
に
関
わ
っ
て
い
た
。
宗
教
を
基
盤
と
し
た
利
他

心
に
押
し
出
さ
れ
た
行
動
で
あ
る
。
震
災
か
ら
５
年
が
過
ぎ
、
心
の
復
興
に
は
根

気
強
い
長
期
間
の
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
。
宗
教
関
係
者
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
小

さ
く
な
い
。
こ
こ
で
は
宗
教
の
被
災
経
験
、
支
援
活
動
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に

復
興
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
を
取
り
上
げ
た
。
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シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に
招
か
れ
て
活
動
し
て
き
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
も
言
及
し
た
。

　
⑸　
震
災
と
暮
ら
し

　
宮
古
の
漁
業
は
船
大
工
、
櫓
大
工
、
網
大
工
、
鍛
冶
屋
、
イ
カ
角
職
人
、
桶
職
人
、

鋸
刃
職
人
、
染
色
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
職
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
が
、

多
く
は
震
災
前
に
姿
を
消
し
、
ま
だ
現
役
で
仕
事
を
し
て
い
る
職
人
も
高
齢
で
後

継
者
が
な
く
、
自
分
の
代
で
最
後
と
い
う
人
が
多
い
。

　
こ
こ
で
は
、
職
人
の
生
活
誌
を
追
い
、
宮
古
の
移
り
変
わ
り
と
、
そ
の
町
で
「
最

後
の
職
人
」
と
し
て
生
き
て
来
た
人
々
が
、
ど
の
よ
う
に
震
災
と
向
き
合
っ
た
か

を
記
述
し
た
。

　
⑹　
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
た
東
日
本
大
震
災
の
報
道

　
中
国
の
大
学
で
教
鞭
を
と
る
何
為
民
は
、
日
本
で
の
留
学
を
終
え
て
帰
国
間
も

な
い
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
の
地
震
発
生
を
知
っ
た
。

本
稿
は
、『
人
民
日
報
』
と
『
四
川
日
報
』
が
東
日
本
大
震
災
を
如
何
に
報
道
し
た

の
か
を
調
べ
、
分
析
し
た
。

【
参
考
文
献
】

宮
古
市
『
東
日
本
大
震
災
宮
古
市
の
記
録　
第
１
巻
《
津
波
史
編
》』
２
０
１
４
年
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老
町
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育
委
員
会
『
田
老
町
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波
編
』
２
０
０
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『
岩
手
県
災
害
廃
棄
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処
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０
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